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I

希望にもえて

650人が成人おとなの社会に新風を／

春
先
は
‐
空

気
が
異
常
に
乾

燥
す
る
上
突
風

が
吹
き
ま
す
の

で
一
寸
し
た
火

の
不
始
末
や
油

断
か
ら
火
災
に

な
り
、
春
先
は

大
火
の
季
節
、

山
火
事
の
季
節

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
来
る

二
月
二
十
八
日

火
災
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら

か
ら
三
月
十
三
Ｈ
ま
で
の
間
、
く
〃
う
ぐ
く
く
ｉ
〃
；
～
…
…
ｔ
く

春
の
火
災
予
防
巡
勵
が
全
国
的
標
語
募
集
の
入
賞
者

に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
！
；
，
，
～
く
く
く
？
；
；
，
，
、

こ
と
に
つ
い
て
、
悪
ん
な
で
注
市
櫨
防
本
部
で
は
、
昨
年
秋
の

意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
火
災
予
防
運
動
に
当
り
、
市
教

一
、
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
、
育
委
員
会
、
山
林
防
火
協
会
、

マ
ッ
チ
の
も
え
さ
し
を
防
火
管
理
者
協
議
会
、
危
険
物

不
用
意
に
投
げ
捨
て
る
安
全
協
会
の
協
力
を
得
て
、

こ
と
は
注
意
し
ま
し
よ
「
子
ど
も
の
火
遊
び
」
防
止
標

』
ｈ
変
。

語
を
市
内
及
び
十
王
町
内
の
小

二
、
た
き
火
の
あ
と
は
、
よ
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ

く
消
し
ま
し
ょ
う
。
つ
ぎ
の
標
語
が
入
賞
さ
れ
堂
し

特
に
山
野
で
の
た
き
火
た
の
で
発
表
し
ま
す
。

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
◇
入
賞

三
、
子
供
の
火
遊
び
に
注
意
火
は
つ
か
い
ま
せ
ん
、
と
う

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
幼
さ
ん
ゞ
か
あ
さ
ん
い
な
い
と

児
の
い
る
家
庭
で
は
、
き
（
高
原
小
二
年
松
本
節
子

マ
ッ
チ
の
保
管
に
つ
い

火
は
こ
わ
い
、
小
さ
な
火
遊

て
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

び
、
町
を
焼
く
（
東
小
五
年

四
、
山
野
の
火
入
れ
は
、
風

藤
田
粘
二
）

の
な
い
日
を
選
ん
で
消

火
の
準
備
を
し
て
行
い
よ
い
子
、
つ
よ
い
子
、
た
き

火
を
し
な
い
（
秋
山
小
五
年

ま
し
よ
う
一
。

堀
田
康
子
）

五
、
お
や
す
み
前
、
外
出
す

る
時
に
は
、
部
屋
中
の
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
、

火
の
元
を
も
う
一
度
点
そ
の
一
言
で
火
事
防
ぐ

検
し
ま
し
ょ
う
。
（
高
萩
中
三
年
土
田
幸
子
）

六
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
器
具
の

火
遊
び
は
、
み
ん
な
で
や
め

正
し
い
使
い
方
を
し
よ

よ
う
、
や
め
さ
せ
よ
う

シ
ハ
ノ
。

（
松
岡
中
三
年
舟
生
尚
之
）

プ
ロ
・
〈
ソ
ガ
ス
に
よ
る

事
故
が
多
く
、
死
傷
者
火
遊
び
は
、
し
な
い
約
束
、

を
多
く
出
し
て
い
る
こ

パ
パ
と
ぼ
く
（
十
王
中
二
年

と
に
よ
り
、
プ
ロ
・
ハ
ン

ガ
ス
器
具
の
正
し
い
使

宮
野
芳
明
）

い
方
を
し
よ
う
。

も
う
遅
い
、
涙
で
火
事
は
消

「
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
は
、
せ
ぬ
も
の
（
君
田
中
三
年
鈴

い
つ
も
手
入
れ
と
点
検
を
」
木
智
子
）

－523
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二二二

▼
議
会
費
支
出
済
額
一
千
六

百
七
十
九
万
九
千

円
は
前
年
に
比
べ
二
百
六
十
八

万
三
千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り

主
す
が
、
こ
の
主
な
る
理
由
は

議
員
の
定
数
の
減
少
に
よ
る
も

、
」
Ｑ

の
て
す

▼
総
務
費
前
年
対
比
七
百
七

十
二
万
二
千
余
円

の
減
を
示
し
て
い
る
が
こ
れ
は

公
有
財
産
咄
人
質
二
千
万
余
円

の
減
．
か
主
で
一
方
人
件
枇
負
胴

金
は
一
千
四
百
万
川
の
塒
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

▼
民
生
費
鋤
叫
醍
雫
榊
鍵
恥

円
生
活
扶
助
黄
の
基
準
引
上
げ

に
よ
る
生
活
保
潅
批
が
大
郁
分

マ

サ

ｑ

回

心

か
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軸
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伊
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や

Ｄ

■

ｃ

も

計

・

回

ｑ

ｇ

・

Ｑ

ｂ

斗

凸

里

や

評・

心
４
恥
・
凸
可
か

勺・

Ｐ
４
・
■
．
，
Ｐ

宅
■
ｂ
・
守
．
喧
序

、

が
．
杓
・
が
“
押
・
動
・
『
・
ず

・
■

口
“
ｐ
・
軋
・
①
口
・
、
▽
・
■
・
・
《

決
算
の
裁
藤
萎
蕊

。
Ｐ
ｑ
・

やｂ

ひ

■
“
ト
ダ

心

■Ｐ

炉
ロ
ワ

Ｐ

ｑ

Ｆ

・
“
申
凸

ロ
セ

口
・
“
印
可
・
・
“
ワ
■
・
口

鰯
２
《
《
五
澤
璋
Ｉ
鄙
＃
強
ｉ
〆
“
《

里
由
司
己
■
口
。
。
．
■
も
砧
■
ｂ
‐
や
．
ｑ
，
。
’
旧
‐
．

も‐Ｉ唖

‐
．
里

地
１
１
弾
．
恥
４

，
．
《
今
早
口
阜
写
、
』
“
ロ
や
。
句
。
ロ
■
。
．
毛
‐
③
や
①
■
ら
■
■
●
□

“
さ
る
十
二
月
に
開
か
れ
た
定
例
市
議
会
に
お
い
て
四
十
二
年
一
鍔
錐
唾
三
計
宝
物
弱
阿
農
蓉
錘

一
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
か
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
．
．
に
六
百
三
十
五
万
円
、
農
地
費

〉
予
算
は
鬼
な
さ
ん
の
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
歳
入
（
は
唖
に
七
百
六
十
九
万
円
、
林
業
振

岬
い
る
お
金
）
を
予
定
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
支
払
を
計
算
し
《
興
に
百
三
十
六
万
円
が
使
わ
れ

弟
」
三
月
に
年
間
の
予
算
を
き
め
る
わ
け
で
す
。
《
ま
し
た
・

》
当
初
の
予
算
は
一
般
会
計
で
五
億
三
千
三
百
余
円
、
特
別
会
一

▼
商
工
費
四
百
二
十
万
円
が

“
計
で
七
千
八
百
万
円
で
し
た
か
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
の
事
業
の
岬
使
わ
れ
、
う
ち
商

》
支
出
が
必
要
に
な
り
、
最
終
的
に
五
値
九
千
八
百
二
十
三
万
円
一
工
業
の
振
興
費
に
二
百
四
十
万

唖
特
別
会
計
に
お
い
て
八
千
九
百
万
円
と
い
う
予
算
と
な
り
ま
し
函
円
で
（
観
光
事
業
に
三
三
万
円
）

》
た
。
・
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

▼
土
木
費
｛
王
な
事
業
は
道
路

恥
実
際
に
使
っ
た
お
金
と
差
引
い
て
一
般
会
計
に
お
い
て
三
千
知

》
四
百
六
十
五
万
余
円
の
黒
字
と
な
り
、
特
別
会
計
に
お
い
て
も
《
補
修
川
砕
石
、
資

《
八
百
十
九
万
余
円
の
黒
字
と
な
り
四
十
三
年
に
繰
り
越
さ
れ
ま
《
材
等
二
百
三
万
円
、
安
良
川
Ｉ

）
し
た
。
一
荒
屋
線
舗
装
工
事
百
八
十
八
万

』
こ
の
決
算
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
坐
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
ど
の
く
ぃ
円
、
肥
前
町
ビ
ｉ
チ
ガ
ー
・
ヂ
ン

》
ら
い
の
費
用
が
か
上
つ
た
か
の
あ
ら
ま
し
を
の
べ
て
拳
ま
し
よ
｝
道
路
補
修
に
四
百
十
万
円
、
側

岬
溝
二
ヶ
所
新
設
百
三
十
万
円
、

函
》
鍔
【
ノ
。

《
烏
曾
根
道
路
改
良
工
事
百
万
、

▼
議
会
費
支
出
済
額
一
千
六
で
す
。
道
路
敷
買
収
費
に
一
一
百
六
六
万

百
七
十
九
万
九
千
▼
衛
生
費
市
民
の
健
康
を
守
円
、
改
良
丁
事
負
担
金
ト
ー
路

円
は
前
年
に
比
蕾
へ
一
言
六
十
八
り
、
市
坐
煙
き
れ
い
線
分
二
百
四
十
八
万
一
二
千
円
、

万
三
千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
罷
戸
諦
雪
縮
埼
窪
跨
鞆
工
計
蓉

ま
す
が
、
こ
の
主
な
る
理
由
は
各
種
予
防
接
祁
、
結
核
予
防
費
托
料
一
千
三
日
二
十
上
万
九
千

議
員
の
定
数
の
減
少
に
よ
る
も
と
畜
場
出
の
分
担
金
花
貫
衞
円
、
市
営
住
宅
二
○
戸
分
一
千

、
」
Ｑ

の
て
す

生
セ
ン
タ
ｉ
の
一
千
三
百
万
円
五
百
五
八
万
円
が
主
な
も
の

▼
総
務
費
前
年
対
比
七
百
七
等
が
壬
な
る
も
の
で
す
。
で
す
。

十
二
万
二
千
余
円

▼
労
働
費
失
堆
対
箙
費
の
経
▼
消
防
費
常
備
消
防
費
に
一

の
減
を
示
し
て
い
る
が
こ
れ
は
賛
で
、
失
対
事
業
千
三
百
五
十
七
万

公
有
財
産
咄
人
質
二
千
万
余
円
の
総
務
閃
に
六
百
八
十
二
万
円
円
（
非
常
備
泄
防
に
三
百
十
一

の
減
．
か
主
で
一
方
人
件
枇
負
帆
一
般
失
災
対
箙
事
業
費
に
二
千
万
円
）
内
訳
は
大
部
分
が
人
件

余
は
一
千
四
百
万
川
の
塒
と
な
六
百
十
四
万
円
が
支
出
さ
れ
ま
街
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

っ
て
お
り
ま
す
。
Ｌ
に
。
う
ち
餅
Ｍ
冊
入
鮒
幕
こ
施
設
費
に
二
百
六
卜
五
万
門
。

▼
衛
生
費
市
民
の
健
康
１
超
守

り
、
市
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た

各
種
予
防
接
祁
、
結
核
予
防
費

と
畜
場
出
の
分
担
金
花
貫
衞

生
セ
ン
タ
・
‐
の
一
千
三
百
万
円

等
が
主
な
る
も
の
で
す
。

▼
労
働
費
失
堆
対
箙
費
の
経

費
で
、
失
対
事
業

の
総
務
閃
に
六
百
八
十
二
万
円

一
般
失
災
対
箙
事
業
費
に
二
千

六
百
十
四
万
円
が
支
出
さ
れ
ま

Ｌ
た
。
う
ち
闘
材
朏
入
徴
等
に

三
百
三
十
六
万
円
。

▼
農
林
水
産
業
費
雑
州
濡
嘩

を
は
か
る
た
め
、
農
唯
委
員
会

一
た
ば
舜
碓
抑
柄
い

く畳
ノ
ー
、
Ｐ
″
ｑ
Ｌ
１
〃
Ｏ
Ｌ
、

一
、
〃
″
ｆ
巡
り
〃
”
Ｌ
、
タ
グ

》
災
害
復
旧
費

農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
に
二

百
六
十
二
万
円

道
路
橋
梁
災
害

復
旧
費
に
七
百

二
十
九
万
円
が

使
わ
れ
ま
し
た

▼
教
育
費
華に

使
わ
れ
た
主
な

も
の
は
小
中
学

校
机
購
入
費
六

四
九
組
百
八
十

一
万
七
千
円
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
費
補
助
二

百
四
十
八
万
円

要
、
誰
要
保

護
児
逓
生
徒
就

学
援
助
費
五
百

六
十
四
刀
九
千

円
、
高
萩
中
屋

体
新
築
元
事

費
二
千
七
百
二

十
三
万
五
千
円

市
史
編
さ
ん
事

業
委
托
料
に
百

六
十
万
使
わ
れ

ま
Ｌ
径
）
〕

卜
争
エ
フ

へ一一
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一

今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
時
期
が
ま
い
り
ま

し
た
。市
県
民
税
は
、
納
税
者
の
皆

さ
ん
が
昨
年
一
年
間
の
正
し
い

所
得
金
額
を
計
算
し
て
三
月
十

五
日
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し

咄
和
四
十
四
年
度
分
の
税
令
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。

月 日｜_'墜 一 一間|- 場
所 菫

Ⅲ
Ⅲ
側
胤
側
雲

税
一

菫菫菫壼
Ｗ
Ｍ
Ｗ
Ｍ
Ｗ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
琴

1月'6日~3月15日|手前8時型分~午後5劃市 役 所 務 課税

若栗公民館2月24 日｣ﾓ前 '0時~午後3時旧上君田出張函
横川小

中戸川公民館

2月 25 且’ 〃 〃 ｜ 下君田公民館

2月26且 〃 〃 大能公民館
北糾公民館月27 日 ’ 〃 〃 関口公民館〃

〃 〃 南組公民館 下 洲'1公民館2月 28 日
申
告
害
、
説
明
書
及
び
日
程

表
は
す
で
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
が
、
日
程
表
の
日
時
に
申
告

で
き
な
か
っ
た
方
は
三
月
十
五

日
ま
で
に
市
役
所
に
お
い
で
く

だ
さ
れ
ば
毎
日
受
付
て
お
り
ま

す
。
期
日
ま
で
に
申
告
吉
を
提
出

さ
れ
ま
せ
ん
と
、
市
役
所
の
方

で
所
得
の
決
定
あ
る
い
は
税
額

の
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
皆

さ
ん
が
不
利
に
な
る
こ
才
も
あ

〃 高戸公民館 下手綱公民館
q ［二｛
u ノJ 3 日 〃

お
忘
れ
な
く
〃
．

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

ヶ 秋山下公民館 島名公民館3 月 4 日 グ

〃 山手公民館 秋山中公民館3 月 5 1ｺ 〃
(安良川石滝地区）

型詰所 （駅東）

ヶ 安良川公民館3月 日
一
日

〃
Ｕ

ラ

ー 消防団矛2分団詰所3月 ゲ〃

り
ま
す
か
ら
必
ず
期
限
内
に
申

告
し
て
下
さ
い
。

申
告
の
と
き
は
次
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

、
申
告
書
に
住
所
氏
名
扶
養
親

族
名
な
ど
必
要
な
こ
と
を
が
ら

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
の
と
き
持
参
す
る

も
の

的
印
鑑

㈲
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た

領
収
書

例
医
療
扇
を
支
払
っ
た
領
収

書

目
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の

証
書
及
び
領
収
書

㈱
給
与
者
の
場
合
は
源
泉
徴

収
票

市
県
民
税
の
申
告
指
導
と
受

付
け
は
ｔ
記
日
程
で
行
な
い
ま

す
か
ら
申
告
害
に
記
載
し
て
最

寄
り
の
場
所
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は

市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て

に
結
構
で
す
。

所
得
税
の
確
定

申
告
は
早
目
に

本
年
も
確
定
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
ご
自
分

で
正
し
い
所
得
金
額
を
計
算
し

て
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

I

日
ま
で
の
間
に
、
確
定
申
告
言

を
提
出
し
同
時
に
納
税
も
済
ま

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
申
告
と
な
り

ま
す
と
、
申
告
の
手
続
等
で
、

い
ろ
い
ろ
と
ま
ど
う
人
が
県
い

よ
う
で
す
．

申
告
期
限
（
三
月
十
五
日
）

の
間
際
に
な
り
ま
す
と
、
税
務

署
も
混
雑
し
て
き
ま
す
の
で
・

十
分
な
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
な

る
べ
く
早
目
に
申
告
さ
れ
る
よ

う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
．

な
お
営
業
を
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
の
申
告
と
納
税
に
つ
い

て
の
相
談
は
、
次
の
日
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
相
談
の
日

時
を
ご
通
知
申
し
あ
げ
た
方
は

お子様のことでの悩みは

家庭児童相談室へ｡ ．…・

お子様のことで、 ↓､ろいろと悩まれておられるご家庭がご

ざいましたら、ご遠慮なく、当市の家庭児童相談室へご相談
下さい。

お子様のこまった性格、勉強のこと、心や身体のことなど

、いろいろな教育的或は漣医学的な問霊について、専門の相

談員がご相談に応じております。

お子様が心身とも健康に成長するために、 また、お子様の

悩承を解決して、明かるぃ家庭にするためにどうぞ家庭児童
相談空をご利用下さい。

相談は一切無料で秘密は厳守です。

○定例相談日毎遇火曜日、午後1時－3時半

○場 所高萩市研修会舘内

○随時相談日毎週月曜日から金曜|］まで

午前9時～3時半

○場 所高萩市福祉事務所内

(TEL 2250 内線26f)

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
で
す
。

七
の
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＠
納
税
相
談
日
割
表

所
得
税
の
脾
定
申
告
を
要
し

な
い
万
で
、
個
人
で
営
業
等
し

て
い
る
方
々
の
事
業
税
の
十
告

及
び
納
税
相
談
の
便
宜
を
計
る

た
め
申
倍
の
受
付
と
納
税
の

相
談
を
次
の
日
割
で
行
い
ま
す

な
お
納
税
者
の
皆
さ
ん
、
そ

場

所

月

日

一

三
朋
十
至
叩
一

高
萩
市
役
所
会
議
室

事
業
税
の
申
告

及
び
相
談
は
県

税
事
務
所
へ

’

市
消
防
吏
員
を
募
集

市
で
は
来
年
度
救
急
業
務
の

開
始
に
と
も
な
い
、
つ
ぎ
に
よ

り
消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す
か

ら
、
ご
希
望
の
方
は
、
早
速
人

事
係
、
消
防
署
に
お
申
込
み
下

さ
い
。
一
、
採
用
人
員
四
名

二
、
応
募
資
格

年
令
満
十
八
才
以
上
二
十

五
才
未
満
の
男
子

学
歴
高
校
卒
業
程
度

体
格
身
長
一
五
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
、
視

力
両
眼
と
も
裸
眼
で

○
・
五
以
上
、
聴
力

正
常
、
身
体
強
健
の

者

三
、
試
験
日
三
月
十
日
の

予
定

四
、
応
募
〆
切
試
験
当
日
ま

で
受
付
し
ま
す
。

れ
ぞ
れ
の
相
談
は
二
月
十
五
、

十
六
日
頃
お
届
け
す
る
個
人
事

業
税
申
告
害
封
筒
に
記
赦
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
指
定
し

た
日
が
都
合
の
悪
い
と
き
は
次

の
い
づ
れ
た
の
日
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
・記

三
月
一
日
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

三
月
四
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

三
月
八
日
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

525
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市
消
防
出
そ
め
式
は
、
一
月
部
正
、
坂
本
勝
美
、
弓
野
寅
鈴
木
勝
鈴
木
満
利

七
日
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
で
雄
、
松
本
徳
男
、
根
本
金
寿
鈴
木
健
雄
鈴
木
元
雄

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
増
子
市
男
鈴
木
弘
鈴
木
藤
太

そ
の
際
つ
ぎ
の
方
灸
が
各
表
影
◇
退
転
団
員
市
長
感
謝
状

さ
れ
ま
し
か
の
で
お
知
ら
せ
し
緑
川
浩
一
郎
柴
田
交
敏
◇
消
防
協
力
者
市
長
感
謝
状

ま
す
。
神
永
文
夫
柴
田
与
吉
▽
消
防
施
設
整
備
に
協
力

◇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
飯
塚
勝
幸
大
和
田
信
矢
代
良
三
氏
、
神
永
大
氏

佐
川
勝
一
、
鈴
木
勝
晴
山
田
猛
柴
田
正
行
上
君
田
愛
林
組
合
矛
九
分
団

◇
茨
城
雌
汕
防
協
会
長
表
彰
小
沢
昇
柴
田
頁
美
▽
油
防
侈
援
会
長

竿
頭
緩
表
彰
オ
ニ
分
団
田
中
辰
男
下
山
川
長
教
故
根
本
潔
氏
、
篭
又
頭
氏

◇
県
知
小
表
彰
（
二
十
年
以
上
）
下
山
田
国
Ⅲ
松
本
徳
弱
▽
消
防
剛
出
場
に
協
力

今
川
昌
弘
、
矢
吹
篤
、
細
川
荒
川
裕
介
佐
喋
昭
夫
宇
佐
美
澄
干
氏
、
神
代
一
文

陣
、
宇
佐
美
三
郎
、
時
崎
一
兼
子
力
弥
鈴
木
糀
労
氏
、
常
陽
タ
ク
ソ
ー
尚
萩
営

宇
佐
美
威
、
菅
野
英
博
、
大
針
木
千
之
鈴
木
雄
卒
業
所

〔
消
防
体
制
は
万
全
〕
〔
実
践
さ
な
か
ら
の
救
助
訓
練
」

消
防
出
そ
め
式
盛
大
に
挙
行

ｌ
佐
川
、
鈴
木
さ
ん
に
日
本
消
防
協
会
長
賞
Ｉ

… 蕊譲

日
立
ｌ
東
海
県
民
駅

伝
に
優
勝

高
萩
市
青
年
チ
ー
ム

去
る
一
月
十
九
日
、
一
月
二

十
六
日
に
行
な
わ
れ
た
日
立
ｌ

東
海
・
県
民
駅
伝
大
会
に
於
い

て
、
高
萩
市
青
年
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
優
務
し
ま
し
た
。
日
立

１
束
狸
は
三
年
連
続
優
勝
、
県

民
駅
伝
は
初
優
勝
で
す
。
駅
伝

高
萩
の
街
を
県
下
に
広
め
今
後

の
活
蹄
・
か
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

す
。
日
立
ｌ
東
海
駅
伝
（
四
一

・
一
伽
）
記
録
二
時
間
十
五
分

〃（’ るい話題)))）明｜四
人
は
、
臨
海
学
園
か
ら
贈

ら
れ
た
謝
礼
金
二
万
円
を

「
仏
た
ち
は
当
然
の
こ
と
，
を

し
た
の
で
す
か
ら
」
と
高
萩

市
社
会
隔
祉
協
議
会
へ
寄
付

し
、
関
係
者
を
感
激
さ
せ
て

お
り
ま
す
。
同
協
議
会
で
は

こ
の
四
人
の
善
意
に
感
謝
す

内
の
沼
地
沼
地

去
る
一
月
八
日
の
午
後
一
時

五
十
分
頃

東
本
町
一
’
七
二
鈴
木
基
弘

高
戸
一
二
七
大
越
猛

日
立
市
小
木
津
町
鈴
木
基
弘

肥
前
町
二
Ｉ
二
三

鈴
木
キ
ヨ
子
さ
ん

の
四
人
の
方
々
は
肥
前
町
地

（
通
称
草
沼
）
で

氷
す
べ
り
を
し
て
遊
ん

で
い
て
沼
に
お
ち
溺
れ

か
け
た
臨
海
学
園
の
児

童
を
折
か
ら
の
窯
、
風
を

つ
い
て
着
衣
の
ま
些
椚

に
飛
び
込
象
無
事
牧
助

し
ま
し
た
ま
だ
こ
乃

三
十
九
秒
渡
辺
正
、
長
岐
治

雄
鈴
木
塊
夫
、
矢
渡
健
友
、

滑
川
英
夫
、
板
垣
正
義
、

県
民
駅
伝
（
士
浦
ｌ
筑
波
二

四
・
二
伽
）
｝
記
録
一
時
間
二
十

一
分
十
一
秒
長
岐
治
雄
、
板
垣

正
義
、
渡
辺
正
、
鈴
木
勇
夫

住
宅
金
融
公
庫
融
資

つ
き
分
讓
住
宅
（
土
地

付
）
募
集
案
内

一
・
申
込
受
付
期
間
昭
和
四

十
四
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
二

月
二
十
八
日
ま
で

一
、
申
込
先
市
役
所
建
設
課

一
、
建
築
場
所
高
萩
市
駒
木

な
い
の
た
め
俊
文
君
の
と
こ

ろ
へ
戻
っ
て
き
た
千
円
を
恵

ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
こ
の
可
愛

い
具
善
意
の
主
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

去
る
一
月
十
七
日
市
内
大
字

秋
山
二
一
三
番
地
棚
谷
俊
女

君
（
秋
山
小
三
年
）
は
一
年

前
秋
山
地
内
県
道
沿
い
で
千

円
を
拾
得
し
、
啓
察
署
へ
届

け
た
が
、
落
し
主
が
現
わ
れ

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
使
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
四
人
は
、
茨

城
県
警
察
本
部
長
か
ら
人
命

救
助
に
よ
り
表
彰
さ
れ
、
二

月
十
三
日
高
萩
警
察
署
で
、

そ
の
表
彰
伝
達
式
が
行
な
わ

原
、
萩
か
丘
団
地
（
高
萩
駅

よ
り
国
鉄
バ
ス
一
○
分
）

一
、
住
宅
引
渡
予
定
日
昭
和

四
十
四
年
四
月
巾
旬
の
予
定

一
、
譲
渡
予
定
価
格
及
び
住
宅

の
内
容
申
込
の
く
わ
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
市
役
所
建
設
課
へ
お
た

つ
ね
く
だ
さ
い
、

念
澪
饒
零
通

徴|蝿 識 、造 戸数 ± “ |躯|…ゞ坪団地"I IIW 室

’

道
台

木造平家建 39

スレート瓦葺

水道

流し台

物千

ガス風呂

R黒
曹ニユ

4胄
ロー辿

勝

16.38㎡

（14坪）

室
室
三

２
１
ヨ
ゴ

'80㎡～

323㎡

〔54坪～

97坪）

60朧 ’9万円
1

萩が丘

’ ’
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